















































































































































































































































































































年　次 学　年 学籍登録簿の記載 「学事年報』の記載 通信簿 欠席時間数
1867／68 第Vl学年（Sexta） あり（登録順29番） なし（学年生徒数26名） なし 不明
／868／69第V学年（Quinta） なし なし（学年生徒数31名） なし 一
！869／70第IV学年〔Quarta） あり（登録順20番） あり（39名中席次34番） 1869秋あり，／87Q春あり SS二36，WSl124
1870／71 第皿b学年（Untertertia） なし なし（学年生徒数47名） 1870秋あり，！871春なし SS：225（223？）
！871／72第皿a学年（Obertertia） なし なし（学年生徒数38名） なし
一
1872／73 第IIb学年（Untersecunda） あり（登録順57番） あり（28名中席次25番） 1872秋あり，！873春あり SS：0，WS：19
1873／74 第Ha学年（Obersecunda） なし あり（24名中席次14番） 1873秋あり，！874春あり SS：6，WS：24
1874／75 第lb学年（Unterprima） なし あり（M名中席次8番） 1874秋あり，1875春あり SS：41，WS：73








































































姓／名 生没年 学籍登録年 修了直後の進学先等 後年の職業等
Fischer，Paul 1853－1877 1872 一 修了翌年に死亡
Heinemann，Wemer　v． 1856－1921 1874 陸軍入隊 陸軍少将
J6rs，Paul 1856 1925 ！872 ボン大学哲学部 ヴィーン大学教授（法制史）
Kastner，Rudolf 1856－1944 1869 イェーナ大学法学部 ブランケンハインの法律顧問官
Kemlein，Georg 1855－1924 1869 イェーナ大学哲学部 フレンスブルクの高等学校教諭
Linstedt，Karl 1856 1892 1870 イェーナ大学神学部 リープシュテットの牧師
Pohle，Rudolf 1856－1914 1871 イェーナ大学法学部 エルフルトの枢密高等行政官
Rathgen，Kar1 1856 1921 1867，1869．1872 シュトラースブルク大学法学・国家学部 ハンブルク大学教授（経済学）
Seidel，Max 1856ヨ8801866 イェーナ大学法学部 大学在学中に死亡
Villers，Alexander　v． 1857－1907 1874 イェーナ大学医学部 ドレスデンの医師
Weineck，Rudolf 1858－1880 1870 ハッレ大学哲学部 大学在学中に死亡
Wemer，Max 1857 1899 1867 イェーナ大学医学部 アイゼナハの検事
注：姓のアルファベット順に配した。Ne麗De堀sc舵観og7α擁歪c（Bd．2G，S，587）においては，ポーレの生年が1857年
　とされているが，学籍登録簿の記載に従った。
出典　Vereinigung　frUherer　SchUler　des　Wilhelm　Emst－Gymnasiums　in　Weimar．H6here　Schulen　in　Weimar．
　　Wilhelm－Emst　Gymnasium58．Matrikel（VerzeichniB，Album）der　seit　dem　Jubilaum1816in　das
　　Wilhelm－Emstinische　GroBherzogliche　Gymnasium　zu　Weimar　EingefUhrten．　ThUringisches
　　Hauptstaatsarchiv　Weimar．1碗7θsわ爾ohオ勧27dαs玩！πhθ伽一E7ns‘乞schθθy7nnαs加n鰍四θ加α7∂on　Osオ67n
　　18Z5房s　Os‘27n1876．Weimar：Druck　der　Hof－Buchdruckerei，1876，S．14．ノVε麗∂ε厩sohθ窺og彩αρh招，Bd．10，
　　S．464－465，Bd．20，S．587．
約一年在学したのちWEGに戻っている。
　当時の学院生ハインリヒ・バウムガルテルは，カールがWEGに復学したのちも名残惜しそ
うに書簡を交わしている（31）。このことから，カールは学院で友達に恵まれていたことを看取
できる。バウムガルテルは，WEGに戻った「熊くん（Mutz）」が，「一日中ずっと部屋のな
かにいて，天気のいい日も本を読んでいるんじゃないかい」と冷やかしている（32）。この記述
は，学業中心のギムナージウムの環境と，外に出ることの多いシャフナー学院の環境との差異
をよく表している。
　シャフナー学院とWEGとの大きな差異は修了生の進路である。両校修了生の進路統計を見
出しえなかったが，シャフナー学院創立二十五周年記念式典列席者名簿をみると，OBには多
くの商人がいる（：33）。もちろん，これは式典列席者であるから，地元に残っていて式典に出席
できるOB名士を集めてみたら商人層が多くなったという事情があるのだろうが，学院修了生
のなかには実業界で活躍している者が多く含まれているとひとまずみてよさそうである。これ
にたいしてWEGはどうかというと，1876年にWEGを修了した12名（ラートゲンを含む）
のうち10名までが大学に進学しており，進学先の神法医哲四学部それぞれにおうじて，牧
師・法曹・行政官・医師・教師・大学教授になっている（表V－2）。このことから，シャフ
ナー学院は，体育・修学旅行・体験学習などを通じて，実業界の荒波を渡っていくにふさわし
い実践的な教育をすすめ，WEGは，大学進学に特化した教育をすすめていたと考えられる。
　カールは，1867年末以降，遅くとも1868年4月頃までにはシャフナー学院に（転）入学し，
その後この学院の校風になじんだと推察されるが，1869年復活祭の学年修了をもって学院を
去っている。理由として考えられるのは父の意向である。父ベルンハルトは，カールに法曹へ
の道をすすませたいという意向を有しているから，当然シャフナー学院では物足りず，次男を
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できるだけ早くWEGに復帰させようとしたのであろう。
心身の再不安定化と再退学
　こうしてカールは，WEGの1869年の学籍登録簿に第IV学年生として登録されることにな
り，彼の名はWEG『学事年報』！869－70年版にも記載されている。このときの学籍登録簿に
おける登録順は20番で，比較的早いから，グンペルダで健康を恢復した彼は，この年次に第
VI学年に登録した新入生たちとともに，1869年復活祭に復学・登録したと思われる。このこ
とは，シャフナー学院にひきっづき在学しているバウムガルテル少年から同年5月1日付で
ヴァイマルヘの書簡が届いていることと符合している。
　同月末の書簡のなかで，姉ルーツィエは，「カールちゃんも元気です」と報告している。こ
の書簡中で，彼女は，r彼〔カール〕がひどい病気にかかっていたあいだ」どれだけ心配した
か，また「現在ずいぶんよくなっている」ことをどれだけ喜んでいるかを強調している。また
そのさい彼女は，自分もかってオルスハウゼン家の世話になったことに言及している（34）。こ
こにおいて，ラートゲン家の健康問題をローベルト・オルスハウゼンが引きうけていたこと，
　　　　かんそしてこの問のカールの療養にかんしてもまたこの産婦人科医が直接関与していたことが明示
されている。
　この年次の「学事年報』において，彼は同学年生の末尾近く（39名中34番）に記載されて
いるが，これは成績が不良だからではなく，他校の成績は比較の対象にならないからである。
っまり，WEGに前年次から在籍している生徒たちが前年次成績にもとづいて席次配列された
あと，彼はそのうしろに，他の転入生たちとともに記載されているのである。そして学期末
（および年次末）まで在籍しているので，このときはじめてWEGの通信簿が作成されている。
1869年秋の通信簿には，「おそらく病弱であったため，ギリシャ語の筆記成績が口述ほど良好
でない」ことが指摘されており（35），前所属先であるシャフナー学院における学習が病疾に
よって妨げられていたことが示唆されている。つづく1870年春の通信簿では，欠席時間数が
124時間に上ることがしめされており，成績にむらがあることが指摘されている（36）。これはふ
たたび病疾が重くなったことを反映した事態である。
　友達に恵まれ，また健康を恢復したことから，シャフナー学院は彼にとって好ましい環境
だったと判断できるが，設立されたばかりで実績のない学校は，両親（とくに父）にとって不
安であり，大学入学資格取得を考慮すると，伝統と実績のあるWEGになるべく早く復学させ
ようと焦ったのであろう。しかしこの復学はおそらく早すぎたのであり，またせっかくグンペ
ルダの環境に慣れ，友達もできたのに，そこから引きはがされてしまったので，カールは新た
なストレスを抱えこむことになってしまった。そのため一年余を経て彼はふたたび中退を余儀
なくされている。WEGの「学事年報』1870－71年版および1871－72年版において，彼の名
はまた記載されなくなっており，1870年4月以降かつ1871年3月の学年修了に先立っ時期に
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再度退学したことが明らかである。1870年秋の通信簿によると，聖ヨハネの日（6月24日）
までは成績評価が可能だが，夏季休暇以降は，健康上の理由からほとんど欠席していたとされ
ており，この学期の欠席時間数は二百時間を超えている（3T）。そして1871年春から1872年春
までの通信簿は存在しない。このことから，彼は1870年秋頃にWEGを再度中退したと推定
できる。実際，母コルネリアは，同年9月15日付カール宛書簡（発信地ヴァイマル）のなか
で，ギリシャ語をしっかり勉強するように念押ししており，カールはこのときすでにヴァイマ
ルを離れていたことが明らかである（Privatarchiv　B．C．Witte）。
ホフヌングスタールにおける保養と学習
　カールの二度目の転出先はシュレースヴィヒ＝ホルシュタインである。プロイセンは，対デ
ンマーク戦争に勝利したあとオーストリアとこの地を分割統治し，さらに普埋戦争に勝利して，
すでにシュレースヴィヒ＝ホルシュタイン全体を併合していたから，ラートゲン家の者がこの
地に足を踏みいれるのに何の障害もなくなっていた。またカールの父は，かって蜂起に参画し
た英雄のひとりとして，この地でっねに賞賛の的になっていた。
　このときカールは，ホフヌングスタールのベーク家（38）に長期間逗留している（Olshausen
ca．1943：107）。ホフヌングスタールはラートゲン家の出自エッケルンフェルデの近郊に位置
しており（39），ベークはなんらかの縁者だと推察される（40）。この当時エッケルンフェルデには
ギムナージウムがなく，一番近いのは，かって父ベルンハルトが通っていたシュレースヴィヒ
の名門ドームシューレだが，ホフヌングスタールから通うことのできる距離ではない（41）。し
たがってこのときカールは学校に通っていないと判断できる。実際母コルネリアは，1871
年11月中旬の書簡において，「学校に通う必要はありません」と明言しており，あわせて「し
かし〔学校に通わなくとも〕しっかり勉強すべきことはまったく当然です」とも言ってい
る（卿。コルネリアはカールに家庭教師をっけたのである。
　カールは，この地で保養に努めながら，家庭教師に就いて学習を積んでいる。その家庭教師
を務めていたのは，ベーク家当主の姪に当たるアマンダという女性だと推定される。アマンダ
は，1872年3月22日付でカールに長文書簡を送っており，そのなかで彼女は，「この冬は勉
強に疲れましたか」と尋ねている（Privatarchiv　B．C．Witte）。このことから，すくなくと
も1871年末から翌年にかけて，彼女がカールの学習の面倒をみていたと思われる。
　1871年頃，ジョージ・ミュラーニベーク　（1854－1928）がカールに送った書簡が2通遺さ
れている（43）。商人の息子であるミュラー＝ベークはベーク家当主の孫に当たり，ハンブルク
に住んでいた。当時17歳の彼は，ホフヌングスタールの祖父宅を訪れた折に，そこに寄宿し
ている2歳年下のカールと親しくなったのであろう。彼はアジア文化に関心をもち，後年地理
学を学び，1879年に最初の渡日を果たし（在横浜ドイッ領事館勤務），中国語と日本語を学ん
だのち長崎領事として勤務することになる（44）。カールの渡日（1882年）にさいして彼がなん
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らかの関与をしたかどうかは判明していないが，その可能性はある（後述）。
　この頃，母コルネリアから大量の書簡が届いている。これにたいして父ベルンハルトからの
書簡はごくわずかで，彼は妻の書簡の末尾に添え書きをする程度である。これは仕事が多忙
だったこともあるのだろうが，もともとカールの病疾は父からのプレッシャーに誘発されてお
り，ラートゲン家の主治医であったローベルト・オルスハウゼンもそのように判断しただろう
から，オルスハウゼンは，父ベルンハルトにたいして，あまり次男に口やかましく言わないよ
う釘を刺していたとも考えられる。
　1871年夏，コルネリアがホフヌングスタールにやってきている。父ベルンハルトの7月20
日付カール宛書簡によると，彼女は，ハッレに立ちより，おそらくこのときオルスハウゼンの
診察を受けたのち，ホフヌングスタールヘ向かっている（Privatarchiv　B．C．Witte）。そし
てニヵ月間この地でカールと時を過ごしている。この頃彼女自身も足を患っており，その状態
は車椅子を必要とするほどだったから，痛む足を引きずりながら，末っ子の世話をするために，
ヴァイマルから何日もかけて遠路出向いてきたのである（Olshausen　ca．1943：107）。実際
彼女はこの旅行にひどく難渋しており，とくに鉄道路線が途絶えた先の行程は苦痛であったと
推察される（45）。
　この年の末に，父母は，カールをヴァイマルに戻す段取りを考えている。12月17日付カー
ル宛書簡において，父は，カールがふたたび心身の力を取りもどし，知力も増して両親に相見
えることを強く希望している。そしてそれが実行に移されたのは1872年3月頃だと思われる。
というのは，アマンダがカールに前出の3月22日付書簡を送って思い出話などをしており，
このことから，このときカールはすでにホフヌングスタールを離れてヴァイマルに戻っている
ことが明らかだからである（Privatarchiv　B，C．Witte）。
　幼少期・ギムナージウム時代のラートゲンを苦しめたのは，体質の弱さと環境への不適応で
あった。シュレースヴィヒニホルシュタインのような北方の地にわざわざ転地して保養してい
ること，また後年滞日中に，夏場は好んで軽井沢等において過ごしていることを勘案すると，
彼の体質はとくに暑さに弱かったのではないかと推察される甑。学生時代から滞日時にかけ
て書かれた彼の書簡中には，滞在先の気温にかんする記述が多く，なかには，自室のどの位置
が適度に涼しいのかを調べている記述もある鵬。その一方で，寒さにはかなり耐えられたよ
うだ。というのは，アマンダの書簡中に，カールがっくった雪だるまが，彼が去ったあとの3
月下旬でもまだ溶けずに残っていることが記されており，厳寒のホフヌングスタールで保養・
学習生活を送りながら，なおかっ雪だるまをっくるだけの気力・体力が彼にあったことを確認
できるからである。
　彼の体質・病疾の詳細にっいては次回考察する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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〔注〕
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
（20）
（21）
Briefl　Cb55，55：3！，03．Schleswig－Holsteinische　Landesbibliothek．
長女イーナ（14歳），次女卜一二（12歳），長男ベルンハルト（9歳），三女ルーツィエ（6歳）
の4人である。
ドーレ・ヘンスラーの！856年12月30日付および1857年2月17日付コルネリア・ラートゲン
宛書簡による（Best．340，NachlaB　B．Rathgen，Karton　Nr．9－2。Hessisches　Staatsarchiv
Marburg）。
コルネリアが1841年にベルンパルトと結婚した直後から，ドーレが1860年に亡くなる直前まで，
コルネリアとドーレとのあいだでほとんど問断なく膨大な数の書簡が交わされており，そのうち
ドーレからの来簡は，コルネリアとベルンハルトの長男ベルンハルト・ラートゲンの遺稿集のな
かに含まれている（前注と同じ箱に収蔵されている）。
本来の綴りはCarlだが，のちにラートゲン自身がKar1と綴っている。
Hofgemeinde，Taufbuch，Jahr1856，S．221．Ev．Pfarramt　Weimar，，Taufbuch1848－1858“
H8／111Mikrofichel．Evangelisch－Lutherische　Kirchgemeinde　Weimar．
キールーアルトナ間の鉄道路線はすでに1844年に開通していた（Staisch19941147）。1840年
代の鉄道建設ラッシュの結果，この1857年当時にはキールからヴァイマルまで切れ目なく鉄路で
結ばれてはいるが，主要都市間を結ぶ路線が入りみだれているため，その経路は直線とは程遠く，
幾重にも迂回を重ねざるをえなかった（Gerlach1986：XXl）。
ヘレーネ・べ一レンスが亡くなった地はベルリンであるらしい（SHBL3：34）。彼女はヴァイマ
ルからキールには戻らず，ベノレリンに住む娘ティーネの許に身を寄せたのかもしれない。
Vereinigung　frUherer　SchUler　des　Wilhelm　Emst－Gymnasiums　in　Weimar，
ThUringisches　Hauptstaatsarchiv　Weimar．　1α漉sわ醜ぬ　　励27　4αs　F撚耽h
Sohz〃α7zδπ7g乞solzo　Oyηznαsゴ祝規z麗ノ1ηzs孟α4オ乞ηdθηz　S6hzイグα1z7（～1864－65，S．10．
　しかし，のちに長男ベルンハルトは，子供の積極性や自発性を重視する母の態度にっいて語って
いるから（Rathgen，B．1916：15），コルネリアは，この入隊問題にたいしても最終的には長男の
意向を尊重しようとしたと思われる。
　このメモは日付を書いているが，1865年3月頃のものと思われる　（Best．340，NachlaB　B．
Rathgen，Karton　Nr。8．Hessisches　Staatsarchiv　Marburg）。
「範に繋がれない不屈の民（kemfestes　Volk，das　kein　Joch　tragt）」とはシュレースヴィヒ；
ホルシュタイン人を指している。
　これは，コルネリアのおかげでトー二と結婚することができたフリードリヒ・プレラーからみた
人物評であり，恩義を感じているプレラーはコルネリアを最大限に称賛しているから，その点を
多少差しひいて考えるべきかもしれない。
Rathgen，K．，”Schweizer　Reise　von　mir1866“。Privatarchiv　B．C．Witte．
　Bexは，ヴォー州（Vaud，Waadt）の小都市で，塩の産地として知られている。
　Veveyは，ヴォー州の都市で，レマン湖に面している。
　Saint－Mauriceは，ヴォー州に隣接するヴァレー州（Valais，Wallis）の村である。
　これでは日の計算が合わないので，28日か29日ではないかと思われる。
　Morgesは，ヴォー州の都市で，レマン湖に面している。
　バルトルト・C・ヴィッテヘの聴き取りによる。
　WilhelmEmstisches　Gymnasium　zu　Weimarは，文献・時期によってすこしずっ校名表記
に異同がある。現在はGoethegymnasiumと改称しているこの学校のホームページによると，
ラートゲンが在学していた当時はHerderplatzあたりに校舎があり，1887年にAmalienstraBe
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　　に移転して現在にいたっている（http：／／www．goethegym．net／geschichte。html）。
（22）　このファイルは，あらかじめ項目名が印刷されたカードにタイプ打ちで記人されている。ラート
　　ゲンの没年（1921年）と兄ベルンハルト・ラートゲンの没年（1927年）も記載されており，した
　　がって古い生徒情報を後年になってから整理したものである　（Vereinigung　frUherer　SchU！er
　　des　Wilhelm　Emst－Gymnasiums　in　Weimar．ThUringisches　Hauptstaatsarchiv　Weimar）。
（23）通信簿は，最初から綴じられた冊子体で，印刷された通信欄に半年（学期）毎に書きくわえられて
　　いく。秋（夏学期分）の通信簿はミカエル祭日（9月29日），春（冬学期分）の通信簿は復活祭の
　　頃に記録される。学習到達状況通信欄（Kenntnis　und　Leistungen）一頁は縦205ミリ。横130
　　ミリで，一頁内にその学期のすべての内容が記される。通信簿は次学期への申し送りという性格
　　をもっものであり，そのため在籍最終学期（ラートゲンの場合1875／76年冬学期）の通信簿は作
　　成されない。したがって，9学年（18学期）通算で，通信欄が17頁あれば，一冊のうちにギムナー
　　ジウム在籍全学年（最終学期を除く全学期）の通信簿記載が可能であり，冊子には余裕をみて20
　　頁分の通信欄が設けられている。しかし1873年夏学期からは新しい冊子が使われているので，
　　ラートゲンの通信簿は二冊ある。第二冊の凡例に記されている評価基準が第一冊とは異なってい
　　ることからみて，1873年夏学期から評価基準が改定され，それにともなって全生徒に新しい通信
　　簿が配布されたと推察される。各学期通信簿の末尾には父のサインがある。通信簿は，その内容
　　について父兄に確認させたうえで，在学中は学校側に保管され，全課程を修了したさいに当人に
　　手渡されたものと思われる（CensurbUcher　fUr　SchUler　des　Grossherzoglichen　Gymnasium
　　zu［Weimarl．K，Rathgen，erstes　Buch，zweites　Buch．Privatarchiv　B．C．Witte）。
（24）通信簿には最初からノンブルが印刷されており，ラートゲンに渡された通信簿第一冊の凡例（第
　　3頁）の次（何も記されていない空白頁である第
　　4頁の次）の第5頁に記されているのは1869年
　　秋の通信簿だから（図V－1），1867年秋～1869
　　年春の通信簿こま，書かれたカ∫その後失われたので　3㌧，轟羅…t
　　はなく，緬獅禰ら慨を疑う余地　撫讐灘、
　　はない・　　　　　　　　　　’織鯉繍：瞥’物鴬
（25）Kalbsriethはテユー1ヲンゲン北部・）小村で・も　　　翌禰4一解編吻一舛U
　　とはヴォルッォーゲン家の所領であった。ヴァイ　　　　　ー燕伽熾㈱繍吻愚ダ　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賊贈麟購轍；梶諺疫
　　マルからは直線距離で四十キロほど北方に位置し　　　　　　　　　　　　■撚依炉媛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘伽隔騨㌧解劉ゾ
　　Emst　Gymnasium58．Matrike1（VerzeichniB，
　　Album）　der　seit　dem　Jubilaum　1816　in
　　織憎ドi盤α膿盤ili歴鞄鯛
　　Thじringisches　Hauptstaatsarchiv　Weimar）。
　　この記録者はSchaffnerをScheffnerと誤記して
　　いる。
（27）学院設立時にシャフナー自身が主張し，また実
　　行に移しているのは，通常の教科のみならず，音
　　楽，図画，習字，体操，水泳を重視し，また野外
図V 1　ラートゲンの通信簿
　冊子体になっている通信簿の記入可能な
第一頁である第5頁には，Mich．69．Iv．と
記されており，ラートゲンの最初の通信簿
が，1869年のミカエル祭日（9月29日）
頃に作成された第IV学年（Quarta）のもの
であることがわかる。
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（28）
（29）
（30）
（31）
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
（39）
（40）
における体験を積極的に組みこんだ独特なカリキュラムである　（Akten　des　Herzog．Sachs．
Konsistoriums　zu　Altenburg　betreffen　das　Gesuch（ies　Oberlehrers　Dr．phiL　Schaffner
in　Keilhau　bei　Rudolstadt　um　ErlaubniB　zur　Errichtung　einer　Lehr－　un（i
Erziehungsanstalt　in　Gumperda．186㍗．VoL　I．Angefangen　im　Jahre1867．Archivzeichen
III．R．R．Nr．15．Ministerium　Abt．fUr　Kultusangelegenheiten　11317，Nr．17b．
Staatsarchiv　Altenburg）。そのため広大な敷地が’必要であり，シャフナーは，イェーナ近郊の
寒村Gumperdaにある旧領主邸の広大な屋敷地を取得して学校を開設したのである。教員・生徒
たちは，学院長とともに，とくに農作業や植林に汗を流した。シャフナーはまた修学旅行も重視
している。
後年になると，この学院自体が大学入学資格を付与できるようになる。記録上確認できるかぎり
で，　学院がはじめて大学入学資格を認定したのは1875年2月である　（Anlage　A．Protokoll
Uber　die　im　Februar　1875　an　der　Erziehungsanstalt　zu　Gumperda　abgehaltene
AbiturientenprUfung，Acten　Uber　das　Institut　des　Dr．Schaffner　in　Gumperda　von1867
an，nebst　Protokollen　Uber　die　AbiturientenprUfungen1867－1875．Konsistorialarchiv　III
RR　Nr，　15a．　Ministerium　Abt，fUr　Kultusangelegenheiten　11318．　Staatsarchiv
Altenburg）。
　シャフナーの妻エリーゼは，教育家フリードリヒ・フレーベルの姪である。
注27と同じファイルのNr．13－14。StaatsarchivAltenburg．
バウムガルテノレは，ヴァイマルのラートゲン宛に1869年5月1日付・5月19日付・8月20日
付で書簡を送っている（Privatarchiv　B．C．Witte）。
バウムガルテルのラートゲン宛1869年5月1日付書簡による（Privatarchiv　B．C．Witte）。
X四πP7097α7n7n鹿7加h7一㍑nαE勧o加ngs一ヱ4nsオα々g㍑0π窺ρε冠α加7傭短ngon，1893，S．
12 14．
ルーツィエ・シュモラーの1869年5月31日付ティーネ・トヴェステン宛書簡による（Briefl
Cb55，55，03．Schleswig Holsteinische　Landesbibliothek）。発信地はハッレである。この書簡
は，ティーネから結婚祝いに絵をもらったお礼のために書かれており，カールにかんするこの近
況報告は，直接には，4月6日にヴァイマルで執りおこなわれたルーッィエとグスタフ・シュモ
ラーの結婚式に列席したカールが元気であったことを述べたものであろう。
CensurbUcher　fUr　SchUler　des　Grossherzoglichen　Gymnasium　zu　IWeimarl．K．
Rathgen，erstes　Buch，S．5．Privatarchiv　B。C．Witte．
　Ebd．，S．6．
　Ebd．，S．7．
　父ベルンハルト・ラートゲンの伝記をまとめたフィリップ・ユストゥス・オルスパウゼンは
Beekと綴っているが，1871年頃と推定されるコルネリアの書簡および父ベルンハルトの書簡添
え書き（いずれも日付なし）によるとBeeckである。また後述するF．George　MUller－Beeckか
らの来簡もある（Privatarchiv　B．C．Witte）。
　Hoffnungsthalは，エッケルンフェルデに隣接するGoosefeld村の一部である。この当時ラー
トゲンに宛てられた書簡のなかにひとっだけ封筒が遺されているが，宛名は，，Herm　Karl
Rathgen．Hoffnungsthal　in　Eckemf6rde“とされている（Privatarchiv　B。C，Witte）。
　ラートゲン直系の孫2名に照会したところ，Beeck家にっいてまったく心当たりがないとのこと
であった。ラートゲン同族会は詳細な系図を作成しており，そこでも察知されないとすると，親
戚筋ではないと思われる。そこでわれわれの注意を惹くのは，カールがWEGに入学した直後の
1867年7月初旬に，カールが父ベルンハルトに連れられてエッケルンフェルデを訪れたという事
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（41）
（42）
（43）
（44）
（45）
（46）
（47）
実である。このとき父は，当地の実状を調査しており，ホフヌングスタールの視察官Beckの上
申書を読んだ彼は，プロイセンの諸制度を性，急に導入した結果，人々が重税に苦しんでいる様子
に強い憤りを表明している（01shausen　ca・！943：100－1Q1）。このBeckがBeeckであった可能
性がある。っまり父ベルンハルトは，1867年7月に税制問題を通じてべ一クと知りあい，協力関
係を結び，またカールもベークと面識をもったと考えられる。そして1870年にカールがWEGを
中退せざるをえなくなったとき，べ一クがカールの保養・学習生活を引きうけたのであろう。
エッケルンフェルデとシュレースヴィヒとは直線距離で二十キロほど離れており，この当時はま
だ鉄道で結ばれていなかった。
この書簡は日付を欠いているが，文中で，カールが「五週間後に15歳になる」ことが記されて
いる（Privatarchiv　B．C．Witte）。
一通は1871年（月不明）20日付で，もう一通は日付を欠いているが，同時期だと思われる
（Privatarchiv　B．C．Witte）。　Femando　George　MUller－Beeckの父Femando　August
MOller（？一1867）は商人として世界各地で活動しており，イギリスにも店舗をもっていた。し
たがって彼が息子につけた名Georgeは，たぶん「ゲオルゲ」ではなく「ジョージ」である。英
語名のほうが，将来息、子が国際貿易に従事するさいに通りがいいからである。
Curriculum　vitae．Personalakten10．295．Acten　betreffend：den　Fernando　George　MUller
Beeck．VoL　I　v．Novb．1884　bis　Februar　1891．Rep：IV．Personalia．Nr．90．Politisches
Archiv　des　Auswartigen　Amts．
エッケルンフェルデに鉄道路線が到達するのは1881年のことである（Staisch1994：152）。した
がって，母コルネリアがホフヌングスタールを訪れたとき，キール，レンッブルク，シュレース
ヴィヒのいずれかから先は道路を行くか，あるいはキールから船を利用しなくてはならなかった。
直線距離でこの三ヵ所からいずれも二十キロほど離れている。
　しかし滞日期になると，ある程度暑さにも耐えられるようになったらしく，1883年には夏の京都
を訪れている。
　ライプッィヒ大学在学中の彼は，急に暑くなった日に，部屋のなかの日の当たらない一角の気温
を測っている（1879年6月28日付父宛書簡，Privatarchiv　B．C．Witte）。
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